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一  般  質  問

　
　
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
一
時
的
に
初
期
コ
ス
ト
が
発
生
す
る
イ
メ
ー

ジ
も
あ
る
が
、
大
き
な
財
政
負
担
の
軽
減
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の

自
治
体
が
早
急
な
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
総
務
部
長　
平
成
26
年
度
か
ら
、
行
政
区
管
理
分
で
新
規
設
置
の
防
犯

灯
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
み
と
し
、
１
基
当
た
り
上
限
２
万
円
の
補
助
を
し
て
お
り

ま
す
。
た
だ
し
、
既
設
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
交
換
す
る
場
合
の
補
助
は

行
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
の
交
換
を
早
期
推
進
す
る
こ

と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
の
で
、
先
進
事
例
等
を
よ
く
検
証
し
て
ま

い
り
た
い
と
の
考
え
で
す
。

　
　
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
の
趣
旨
は
、
人
道
的
見
地
か
ら
の
支
援
と
と
も

に
、
今
後
の
大
規
模
災
害
の
備
え
と
し
て
派
遣
職
員
の
経
験
を
本
市
に
還
元

し
て
も
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
。
派
遣
職
員
の
業
務
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
坪
井
市
長　
本
年
度
、
福
島
県
双
葉
町
に
２
名
、
川
俣
町
に
１
名
の
職

員
を
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。双
葉
町
で
は
復
興
計
画
策
定
や
健
康
支
援
業
務
、

川
俣
町
で
は
除
染
の
た
め
の
説
明
会
や
除
染
作
業
の
監
督
業
務
に
従
事
を
し

て
い
ま
す
。
派
遣
職
員
が
得
た
知
識
や
経
験
は
貴
重
な
財
産
で
す
の
で
、
現

地
で
の
経
験
を
本
市
に
還
元
し
て
も
ら
い
、
災
害
や
危
機
管
理
に
対
す
る
職

員
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
の
醸
成
に
も
つ
な
げ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

小松﨑　誠

川村　成二

議員

議員

保
育
所
民
営
化
推
進
に
伴
う
市
立
さ
く
ら
保
育
所
の
方
針
は

財
政
負
担
軽
減
に
防
犯
灯
の
早
期
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
を

保
護
者
の
不
安
解
消
、
閉
所
へ
の
理
解
に
努
め
時
期
を
判
断

利
点
が
あ
る
こ
と
は
認
識
　
今
後
先
進
事
例
等
を
検
証

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

さ
く
ら
保
育
所
問
題
に
つ
い
て

ご
み
処
理
施
設
の
広
域
化
問
題
に
つ
い
て

水
道
料
金
の
値
下
げ
に
つ
い
て

地
域
振
興
に
つ
い
て

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

行
政
運
営
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１４３２５６

　
　
現
在
、
国
の
保
育
所
運
営
の
考
え
方
は
、
公
立
か
ら
民
間
へ
移
行
し
た

考
え
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
も
、
保
育
所
民
営
化
計
画
を
策
定
し
民
営
化
を

進
め
て
き
て
い
る
が
、
市
立
さ
く
ら
保
育
所
の
今
後
の
市
長
の
方
針
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　
坪
井
市
長　
保
護
者
の
皆
様
に
対
し
て
、
民
営
化
の
不
安
を
解
消
で
き

る
よ
う
な
丁
寧
な
説
明
を
実
施
し
て
い
く
な
ど
、
閉
所
に
向
け
て
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
の
考
え
で
す
。
ま
ず
は
、
保
護
者
の
皆

様
と
の
共
通
認
識
を
形
成
す
る
こ
と
に
努
め
、
閉
所
時
期
の
判
断
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
か
す
み
が
う
ら
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
は
、
首
都
圏
か
ら
も
近
く
、
霞
ヶ
浦
の

爽
快
な
景
観
と
コ
ー
ス
で
愛
好
者
か
ら
は
大
変
人
気
が
あ
る
。
今
後
、
さ
ら

に
参
加
者
を
増
や
し
て
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
く
よ
う
な
計
画
は
あ
る
の

か
。

　
　
環
境
経
済
部
長　
参
加
選
手
は
約
７
割
が
県
外
か
ら
の
方
で
、
第
３
回

と
な
る
本
年
度
は
、
１
０
０
０
名
以
上
の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
同
時

開
催
す
る
「
霞
ヶ
浦
ま
る
ご
と
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
」
は
、本
市
は
も
と
よ
り
霞
ヶ

浦
周
辺
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業

効
果
を
よ
り
一
層
拡
大
し
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
は
主
催
者
と

し
て
も
毎
年
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
一
例
と
し
て
、
今
大
会
で
は
気
軽

に
参
加
で
き
る
「
マ
マ
チ
ャ
リ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
」
を
地
元

参
加
枠
と
し
て
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲ＬＥＤ防犯灯

▲かすみがうらエンデューロ

東
北
被
災
地
に
派
遣
し
た
市
職
員
の
業
務
状
況
と
今
後
の
推
進

計
画
に
つ
い
て

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
進
捗
と
具
体
策
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２
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児
童
の
熱
中
症
対
策
、
学
習
環
境
向
上
の
た
め
に
は
エ
ア
コ
ン
の
整
備

が
必
要
で
あ
り
、
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
だ
未
整
備

の
学
校
に
つ
い
て
は
一
日
も
早
く
整
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
今
後
の

整
備
方
針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
部
長　
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
環
境
の
公
平
性
と
児
童
生
徒
の

健
康
管
理
を
第
一
に
考
え
、
市
内
全
学
校
の
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
整
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
下
稲
吉
小
学
校
の
中
央
校
舎
と
東
校
舎
は
、
改
築

工
事
と
あ
わ
せ
て
平
成
28
年
度
ま
で
に
整
備
を
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
新

治
小
、
七
会
小
、
上
佐
谷
小
は
、
統
合
委
員
会
の
活
動
が
一
時
休
止
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
財
源
の
確
保
等
調
整
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の
中
で
第
３
位
と
な
り
、
年
間
で
約
12
万
人
が

亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
96
・
８
％
が
65
歳
以
上
で
あ
り
、
高
齢
者

に
対
す
る
肺
炎
予
防
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
保
健
福
祉
部
長　
本
年
10
月
１
日
か
ら
、
国
の
制
度
に
準
じ
て
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
国
の
制
度
に
よ
る
定
期
接

種
対
象
者
は
65
歳
か
ら
５
歳
刻
み
で
す
が
、
対
象
外
の
66
歳
以
上
の
方
の
肺

炎
罹
患
も
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
市
独
自
の
任
意
接
種
と
し
て
申
請
に
応

じ
て
助
成
を
し
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

佐藤　文雄

中根　光男

議員

議員

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
坪
井
市
長
の
見
解
は

児
童
の
学
習
環
境
向
上
に
一
日
も
早
い
エ
ア
コ
ン
整
備
を
！

国
の
安
全
確
保
確
約
と
地
元
合
意
を
前
提
に
反
対
で
は
な
い

新
治
・
七
会
・
上
佐
谷
小
は
統
合
委
一
時
休
止
で
整
備
検
討

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
　
日
本
原
子
力
発
電
は
、
震
災
後
か
ら
運
転
停
止
し
て
い
る
東
海
第
二
原

発
の
再
稼
働
に
向
け
た
審
査
を
、
県
民
の
反
対
を
無
視
し
て
原
子
力
規
制
委

員
会
に
申
請
し
た
。
こ
の
再
稼
働
の
動
き
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
求
め

る
。

　
　
坪
井
市
長　
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
動
は
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
す

の
で
、
国
が
原
子
力
施
設
の
安
全
確
保
を
確
約
し
、
地
元
の
合
意
を
大
前
提

と
し
た
上
で
あ
れ
ば
反
対
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
、
東
海
第
２
原
発

の
地
元
合
意
は
30
キ
ロ
圏
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
県
南
地
域
も
枠
組
み
に
入
れ
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
自
己
負
担
な
し
、
所
得
制
限
な
し
で
、
中
学
卒
ま
で
の
医
療
費
を
完
全

無
料
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

　
　
坪
井
市
長　
年
々
医
寮
費
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
や
、
外
来
自
己
負
担

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
る
安
易
な
医
療
機
関
の
多
受
診
な
ど
、
さ
ら
な
る
給

付
費
の
増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
近
隣

市
町
村
の
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に

つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

防
災
倉
庫
の
充
実
増
設
に
つ
い
て

児
童
、生
徒
の
迅
速
な
救
命
救
急
に
役
立
つ「
子
ど
も
安
心
カ
ー

ド
の
導
入
に
つ
い
て
」

効
果
的
な
情
報
共
有
で
虐
待
を
防
止
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
に
つ
い
て

放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど
も
と
市
民
及
び
地
域
を
守
る
総
合
対
策

に
つ
い
て

市
職
員
の
雇
用
と
人
事
・
処
遇
に
つ
い
て

納
税
対
策
問
題
に
つ
い
て

総
合
的
な
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て
（
ム
ダ
な
水
開
発
事
業
の
中
止
を
）

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

３４５６ ２

２３４５６

▲千代田庁舎

▲上佐谷小学校
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来栖　丈治 議員

土
浦
協
同
病
院
移
転
に
よ
る
安
全
安
心
効
果
の
拡
大
策
は

交
通
弱
者
へ
の
交
通
網
検
討
と
救
急
搬
送
ル
ー
ト
の
充
実

ＱＡ

協
同
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

道
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

介
護
保
険
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４５６

　
　
土
浦
協
同
病
院
が
土
浦
市
お
お
つ
野
地
区
に
移
転
す
る
。
隣
接
す
る
本

市
の
市
民
生
活
に
大
き
な
安
心
効
果
が
あ
る
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

る
。
今
後
の
安
全
安
心
効
果
の
拡
大
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
長
公
室
長　
交
通
弱
者
に
対
す
る
新
た
な
交
通
網
の
検
討
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
併
せ
、
救
急
対
応
時
に
お
け
る
搬
送
ル
ー
ト
の
充
実
も
必
要
で

あ
り
ま
す
。
戸
崎
地
区
の
茨
城
県
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
連
絡
道
は
、
全
線
開

通
後
、
そ
の
効
果
を
担
う
ル
ー
ト
の
１
つ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
本
年
４
月
か
ら
霞
ヶ
浦
地
区
の
中
学
校
が
統
合
さ
れ
、
霞
ヶ
浦
中
学
校

と
し
て
開
校
し
た
。
現
場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
ご
苦
労
も
あ
っ
た
と
思

う
が
、
統
合
中
学
校
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
教
育
部
長　
統
合
前
に
心
配
さ
れ
た
生
徒
間
の
交
流
、通
学
路
、ス
ク
ー

ル
バ
ス
等
の
案
件
も
、
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
一
部
の
生
徒
で
は
あ
り
ま
す
が
、
問
題
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
現
状
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行
動
に
対
し
て
、
学
校
で
は
生
徒
指
導
の
強
化
や

フ
リ
ー
参
観
等
の
実
施
を
し
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
７
月
中
旬
か
ら
学
校

生
活
相
談
員
を
一
部
配
置
す
る
な
ど
、
解
消
に
向
け
て
の
対
応
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲土浦協同病院の移転新築現場

平成26年度第１回議員研修会本会議録画映像を
ホームページで公開 平成26年10月30日（木）～31日（金）

茨城県市議会議長会主催

会場：ダイヤモンドホール（筑西市）
参加：矢口議員、小倉議員、来栖議員
講演：江田 彰 氏（中小企業診断士）
　　　「人づくりとは」
　　　　～中小企業の経営改善支援を通して～

　平成24年第２回定例会からの本会議録画映像
を、市議会ホームページで公開しております。
　少しでも多くの方が本会議での審議等に興味を
持たれ、傍聴にも足を運んでいただければ幸いで
す。

クリック

一般質問・コラム


